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□ごあいさつ
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□組織の概要 更新日：

（１）名称及び代表者名

　　　大阪トヨタＬＯＧＩ＆Ｂ-ＴＥＣ株式会社

　　　　　　　代表取締役専務　湯浅 勝久

（２）所在地

　　　本社･ラック工場･ロジスティック部：

大阪府 寝屋川市 仁和寺本町３丁目２番３８号

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 　

　　責任者 取　締　役 藤木 秀一 　  TEL：０７２－８２８－１２１５

　〃 執行役員 松永 洋和 〃

担当者 経営管理部長 井上 進 〃

（４）事業内容と規模

（５）事業年度

　　　2020年 4月 1日 ～ 2021年 3月 31日

□認証・登録の対象組織・活動

　　　登録事業者名 ：　大阪トヨタＬＯＧＩ＆Ｂ-ＴＥＣ株式会社

　　　対象事業所 ：　本社･ラック工場･ロジスティック部

　　　活　　動     　 ：　自動車整備・板金塗装・車両配送

　　　　　

2021年7月30日

新車整備部門 物流･輸送部門 経営管理部･

整備部

（ラック工場）
ロジスティック部

整備部 営業･業務Ｇ

（本社）
合計

売 上 高 3,880百万円 628百万円 － 4,509百万円

従 業 員 数 48人 45人 14人 107人

屋内作業場面積 5,066㎡ － － －

主 な 事 業 内 容

自動車整備、新車点検、用

品取付、特装車製作、カー

ケア施工、板金塗装

新車･Ｕ-Ｃａｒ･ＢＰ各車

両配送、社内文書配送、部

品配送

－ －
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□実施体制図及び役割・責任・権限表

環境推進委員会組織表

ＥＡ２１推進委員会（委員長 湯浅 勝久）

第２グループ

代 表 者

代表取締役専務　湯浅 勝久

環境管理責任者

取  締  役　藤木 秀一

ロジスティクス部

第１グループ

内部環境監査責任者

環境事務局

加藤 航平

環境担当責任者

管理設備・社会・

環境活動（ＣＳＲ）

責任者

本部関係（本社３Ｆ） 整 備 部（ラック工場） ロジスティック部

本部関係（本社３Ｆ）

経営管理部

整備部 営業･業務グループ

整　備　部

新車整備第１･２グループ

商品化グループ

4



1. 環境方針を策定する。

2. EMS実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備する。

3. 環境方針の定期的な見直し。

4. 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

5. 環境体制組織及びEA21推進委員会組織の策定をする。

6. 環境管理責任者を任命する。

7. 環境活動レポートを承認する。

1. 代表者が環境方針を策定するにあたり助言を行う。

2. 環境活動レポートの確認をする。

3. 本環境マニュアルと関連文書に定める環境管理責任者の承認事項に関わる承認を行う。

4. 担当部門の各環境担当責任者を管理監督する。

1. 発生事案を、環境担当責任者から報告を受け、助言を行い速やかに

    環境管理責任者に報告、指示を仰ぐ。

2. 本環境マニュアルと関連文書に定める社会・環境活動（CSR）責任者、

    管理設備責任者の承認事項に関わる承認を行う。

1. 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックを行い、これらを基に

    環境目標及び環境活動計画を策定し、事務局経由で環境管理責任者へ提出する。

2. 自部門に関する環境活動計画の進捗状況を管理する。

3. 本環境マニュアルと関連文書に定める環境担当責任者としての役割、責任及び

    権限を行使する。

4. 日常の事業活動の中で環境対応に関する事項の運用、管理をする、並びにEMＳ

    の実績を事務局に提供する。

1. EA21推進委員会は、原則年１回開催する。

2. EA21推進委員会の開催は委員長または、環境管理責任者が招集する。

3. EA21推進委員会では、当社におけるEMSの構築、運用状況についての報告と

    審議並び に環境情報に関するコミュニケーションを行う。

1. 環境管理責任者及び環境担当責任者にEMS見直しのための、情報の提供、

　  及び円滑なEMSの構築と運用を図るため、サポートを行う。

2. EA21推進員会の事務局

3. EMSの構築とその運用。

4. 環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）。

5. 環境活動レポートの作成に必要な、データ、情報などを、各部から提供を受けまとめる。

6. 本環境マニュアルと関連文書に定める事務局の役割の行使および運営を行う。

内部環境監査責任者 1. 内部監査責任者は環境に関する内部監査の計画を基本４月に行う。

2. 環境に関する内部監査の実施・報告を基本５月に行う。

3. 内部監査の結果に基づき改善項目の進捗状況を確認する。

1. 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。

2. 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。

担  当 　　役  割 ・ 責  任 ・ 権  限

EA21
 推進委員会

EA21事務局

全従業員

代 表 者

環境管理責任者

環境担当責任者

（内部環境監査チーム

各部1名任命、計3名）

管理設備・社会・

環境活動（CSR）

責任者
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単位 2015年 2016年 2017年

2018年度

環境活動

レポート
　

kg-CO2 1,679,765 1,634,202 1,553,504 1,138,656

kg 356,321 360,846 410,515 440,418

kg 181,486 163,615 141,867 75,855

kg 174,835 197,231 268,648 364,563

㎥ 10,141 10,131 9,448 8,856

0.334 ㎏-CO2/ｋWｈ

2015年度 2016年度 2017年度 2019年度

（基準年度) （目標） （実績） （目標）

kg-CO2 #REF! #REF! 1,001,545 1,002,538 564,681

基準年比 #REF! #REF! 97% 97% #REF!

kg-CO2 #REF! #REF! 171,638 225,236 189,557

基準年比 #REF! #REF! 116% - 84%

kg-CO2 96,288 85,358 40,256 LPG廃止

基準年比 2015年 90% 42%

kg-CO2 #REF! #REF! 28,417 33,454 31,801

基準年比 #REF! #REF! 82% 97% #REF!

kg-CO2 367,707 349,121 311,648 356,676 352,617

基準年比 2015年 99% 85% 97% 96%

kg-CO2 #REF! #REF! 1,553,504 1,617,903 1,138,656 789,100

kg #REF! #REF! 71,993 15,845 15,876

基準年比 #REF! #REF! 61% - 100%

kg #REF! #REF! 193,577 291,145 285,718

基準年比 #REF! #REF! 215% - 98%

kg 7,228 8,014 8,490 7,011 7,889

基準年比 2015年 111% 117% 97% 109%

kg 78,810 69,947 72,130 76,446 37,479

基準年比 2015年 89% 92% 97% 48%

㎥ #REF! #REF! 9,448 9,837 8,856

基準年比 #REF! #REF! 93% 97% #REF!

kg #REF! #REF! 31,869 30,355 31,565

基準年比 #REF! #REF! 94% 90% #REF!

台 13,553 15,039 13,936 15,289 13,696

基準年比 2015年 111% 103% 113% 101%

353,000
自動車燃料（軽油）によ

る二酸化炭素削減

基準変更300,150㎏

自動車燃料（ｶﾞｿﾘﾝ）に

よる二酸化炭素削減

#REF!

都市ガスによる二酸化

炭素削減

廃金属の削減

#REF!

2018年度環境レポート

基準変更16,335㎏

廃プラの削減

22,000

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計

産業廃棄物排出量

項　目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

一般廃棄物排出量

総排水量

※電力の二酸化炭素排出量換算値

　　　　　　　　　年　度

　　項　目

325,000

89,100

LPガスによる二酸化

炭素削減

7,000

3,700

13,700

- -

11,000

215,000

0

0

#REF!

#REF!

段ボール・紙類の削減

単位 2018年度

2020年度

環境活動

レポート

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 1,138,656 723,251

廃棄物排出量 kg 440,418 170,583

一般廃棄物排出量 kg 75,855 59,235

産業廃棄物排出量 kg 364,563 111,348

総排水量 ㎥ 8,856 4,339

0.334 kg-CO2/ｋＷｈ（関西電力の２０１８年実績に基づく調整後排出係数）

□環境目標及びその実績

2018年度 2021年度

（実績） （目標） （実績） （目　標）

kg-CO2 564,681 321,000 281,390 267,000

基準年比 － 88% 95%

kg-CO2 189,557 88,000 72,314 68,000

基準年比 － 82% 94%

kg-CO2 31,801 12,000 15,815 15,000

基準年比 － 132% 95%

kg-CO2 352,617 349,000 353,732 336,000

基準年比 － 101% 95%

上記、二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 1,138,656 770,000 723,251 686,000

kg 15,876 15,800 11,705 10,800

基準年比 － 74% 92%

kg 285,718 109,000 91,875 87,000

基準年比 － 84% 95%

㎥ 8,856 6,900 4,339 4,000

基準年比 － 63% 92%

kg 31,565 3,660 3,321 3,100

基準年比 － 91% 93%

台 13,696 14,000 14,431 14,400

基準年比 － 103% 100%

項　目

　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

2020年度環境レポート

※電力の二酸化炭素排出量換算値

□主な環境負荷の実績

水道水の削減

廃プラの削減

一般廃棄物の削減

製品・サービスへの環境配慮

電力による二酸化炭素削減

都市ガスによる二酸化炭素削減

自動車燃料（ｶﾞｿﾘﾝ）による

二酸化炭素削減

自動車燃料（軽油）による

二酸化炭素削減

シンナー・塗料の使用量削減

＜２０１８年度実績比較での二酸化炭素・廃棄物等の排出量の大幅減の要因＞

２０１９年３月をもってＢＰ業務を大阪トヨタ自動車株式会社へ譲渡
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標：○達成　×未達成

　 活       動：〇よくできた　△さらに取組が必要　×全くできなかった

達成状況

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：281,390 kg-co2（目標比：88％）

【次年度の取組】

〇

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：56,570 kg-co2（目標比：64％）

【次年度の取組】

#REF!

数値目標 △

【次年度の取組】

新型積載車を1台代替え予定（4月）

・空荷での配送減少と回転数の適正化を図る △ ＩＴ化（デジタコ導入）により、更なる配送効率を図る

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：11,705 kg　（目標比：74％）

【次年度の取組】

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：94,800 kg　（目標比：86％）

【次年度の取組】

現状取組継続

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：4,339㎥　（目標比：63％）

連続洗車機の水リサイクル期間の適正化

【次年度の取組】

現状取組継続

数値目標 〇 【取組結果と評価】  実績：3,321kg　（目標比：91％）

○

【次年度の取組】

× 現状取組継続

＜次頁に続く＞

〇

〇

〇

シンナー・塗料の使用量削減

＜長期目標（担当：整備部 商品化グループ）＞

有害性物質の表示徹底、基本作業動作を徹底

（容器蓋の徹底　等）

・有害物の少ない新製品に切り替え実施

1月より大阪トヨタレクサス譲渡に伴い板金塗装車両が減少した

為、目標数値を今年度より修正いたします

水道水使用の削減

前年数値は地中での水漏れ分が含まれており、目標値から大幅な

減となりました。目標値を今年度実績並みに修正

＜長期目標（担当：整備部 新車整備第１グループ）＞

・連続洗車機の循環水⇒清水（せいすい：上水）切り替

え頻度の適正化を勘案する

分別の徹底

＜長期目標（担当：整備部 商品化グループ）＞

都市ガスによる二酸化炭素削減

#REF!

自動車燃料による二酸化炭素削減

＜長期目標（担当：本部関係[本社３Ｆ] ）＞

廃プラの削減

〇

新車工程管理システム活用によるペーパーレス化へ

車両の廃棄シートをプラと金属に完全分別し処分、トヨタ製バン

パーは再利用できるよう分別廃棄の継続実施

ブース温度設定や乾燥時間・温度等の徹底管理による品質維持と

作業効率の向上

塗装ブース機器点検による性能維持と作業効率の向上を継続

ペーパーレスによる作業見直し

→ Gmailやスキャナー等のＩＴツールの活用等

〇

一般廃棄物の削減

1月に新型積載車を代替え。配送効率及び燃費の向上

・空調温度の適正化  継続

　　　(基本設定温度「冷房28℃･暖房20℃」）

新車作業工程を見直し、特にラック棟（自動車保管倉

庫）への車両の入出庫回数の減に努める

〇

＜長期目標（担当：ロジスティック部）＞

〇

新車工程管理等を利用し作業の流れを見直し、車両の出し入れ回

数が減少。（2020年出し入れ回数116,400回（前年比94％）

1日の生産性最大化を図るため、工場カレンダーを変更し、空調

機等の機器使用時間削減を図る（工場稼働日▲45日 前年300日か

ら255日）

・車両の廃棄シートをプラと金属に完全分別し処分、ト

ヨタ製バンパーは再利用できるよう分別廃棄の実施

電力による二酸化炭素削減

＜長期目標（担当：整備部 新車整備第１グループ）＞

・場内エアコン電力消費量削減

塗装ブース点検整備と再塗装の低減 〇

配送システムを利用した積載車配送効率向上の継続と積

載車の順次代替を実施する

〇

＜長期目標（担当：本部関係[本社３Ｆ] ）＞

５Ｓ活動の推進、分別の徹底、シュレッダー廃紙のリサ

イクル化

〇

・ＦＡＸや紙での作業指示などの見直しによる紙総量減

と廃紙の分別徹底会議体をペーパーレス化へ

【取組結果と評価】  実績(軽油)：353,732 kg-co2 （目標比：101％）

取り組み計画 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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達成状況

数値目標 〇 【取組結果と評価】　全体実績達成率：106％

△

○

○ 【次年度の取組】

× 現状取組継続と各店舗での拡販イベント企画立案

△

数値目標 〇 【取組結果と評価】

〇 社会貢献活動に参加  [P11「環境活動等の紹介」参照]

―

― 河川敷清掃活動・盆踊りうちわ寄与については、コロナ下に

〇 おいて活動自粛。

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

    法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

取り組み計画 取組結果とその評価、次年度の取組内容

労働基準法 従業員の雇用、就業規則

省エネ法 建物、設備の改修・建替え

消防法（設備） 消防設備、自家給油所

フロン排出抑制法 業務用空調機、冷凍機、エアドライヤー、ウォータークーラー､スポットクーラー

労働安全衛生法
有機溶剤作業、粉塵作業、騒音作業、砥石交換、クレーン運転、フォークリフト

運転、溶接作業、電動ウインチ操作、乾燥設備、健康診断、塗装作業場環境測定

ＰＲＴＲ法 塗料・シンナー・溶剤等化学物質の取扱量

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃ガラス、廃油等）

水質汚濁防止法 洗車機、洗車場、油水分離槽、排水水質検査

ＮＯx・ＰＭ法 排ガス基準適合車の使用

道路運送車両法 整備工場

空気圧縮機、送風機

消防法（危険物） 危険物庫、少量危険物庫、泡消化液（ＰＦＯＳ）

社会貢献

・事業場周辺道路の清掃

・河川敷の清掃活動参加（大阪府･寝屋川市）

・献血活動　・納涼盆踊りうちわ寄付

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

（屋外での作業では事故ケガに十分に気をつけ活動する）

・ペットボトルキャップ回収・寄付

騒音・振動規制法

・既販車／ガラスフィルム

製品・サービスへの環境配慮

・ＨＶ･ＰＨＶ車両紹介

・新　車／ボデーコート

・新　車／ガラスフィルム

・既販車／ボデーコート

▽ 環境関連法規制等の遵守状況評価の結果、環境関連法規制等は遵守されています。なお、違反、訴訟等は

過去３年間（あるいはこれまで）ありません。
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定：ハローラック３階 食堂炊事場内からの火災発生

■実施内容：総合訓練（通報、消火、避難）

■評価：

「○」

■実施状況の様子

■参加者：１８０人

■実施日：２０２１年１月１５日（金） ■実施場所：ハローラック（本社･ラック工場）

初期消火･通報への対応、大声での避難誘導、避難場所への迅速な集合と点呼がスムーズにできた

（避難放送から点呼終了まで約６分（前年７分））

＜避 難＞

＜避難場所へ集合＞

＜点 呼＞

＜初期消火＞

▽ 2021年１月緊急事態宣言により、訓練の時間短縮の為、例年行われている「水消火器での消火器操作訓練」

は中止となりました。
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□代表者による全体の評価と見直し

実施日：

変更の必要性： 有り 無し

【二酸化炭素排出量（CO2）】

2020年度 実績：707,507㎏-CO2（前年比：97%）

　→ 電気・ガス・自動車燃料等のCO2削減取組の総合値

　→ 整備部では、「新車工程管理システム」導入による効率化

　　ロジ部では新型積載車代替により効率的な配送に取組みま

　　した。（整備部門・ロジ部門ともに完成・配送台数は前年

　　から減少しており、台数減による数値減少も考えられます）

　　

変更の必要性： 有り 無し

【化学物質使用量削減】

当工場における塗装は溶剤を使用

　→ パテ･シンナー等は環境負荷の低い製品を継続し使用する。

変更の必要性： 有り 無し

　

変更の必要性： 有り 無し

【内部環境監査結果】

変更の必要性： 有り 無し

[実施体制図変更の必要性] 有り 無し

有り 無し

[外部からの苦情と対応]

[内部監査の結果と是正状況]

法令順守評価に基づき毎月実施し、外部検査機関による環境･水

質検査を実施、各項目において基準値以内で問題はありません

でした。

[総括]　新型コロナウィルス感染症拡大等による経営環境が厳しい中、感染症対策を緩めることなく感染リスクの軽減に取り

ブース･塗料は、安全かつ適正な使用や保管管理を行うこ

と。

法令関係･条例の改正や、その他の要求事項対応を確実に

実施し、各部署へ必ず情報伝達する。また「安全」を念頭

に社員一人ひとりが日々の業務を丁寧に遂行すること。

毎月開催の環境報告ミーティングで、内部環境監査の

チェック項目をランダムに聞き取り状況を確認する。また

指摘事項への対応と是正の有効性と定着状況を確認継続す

ること。

定期的な近隣住民への自宅訪問活動を継続し、コミュニ

ケーションの継続も図ること。

2021年5月24日

代表者のコメント管理責任者の報告及び改善への提案

[環境取組の達成度と課題、今後の活動予定]

[環境指標の達成状況]

環境省が推進するカーボンニュートラルについて全員が意

識して取組み、今後については新たに設定した環境目標を

クリアできるようＣＯ２削減に努める。また、整備部門で

は連続洗車機入替を検討。入替に伴い作業効率の良い「作

業の流れ」への変更も検討。ロジ部門では新型積載車の代

替えを順次行い、「デジタルタコググラフ」導入の検討と

効率的配送を推し進め原価低減を図る。

[法規制の変更と遵守状況]

[環境経営方針変更の必要性]

組み、今後もこれまで同様に環境負荷低減に努め、システム化推進や従業員の多能工化、生産ライン等の改善など業務の

効率化を図り無駄を無くしてまいります。

冬季休暇中のラック工場塗床工事による騒音により近隣住民か

らクレーム。29日に近隣の方へ対応→謝罪及び「工事業者に確

認しその後の作業では騒音が出ない旨の報告」今後は事前に工

事の連絡を頂きたいとのご指摘を頂きました。

　法 令 遵 守 確 認 結果

　5月・11月塗装作業場の環境測定実施 ○

　11月　工場排水水質測定実施 ○

▽ 実施日：2020年7月23日

重大な不適合 軽微な不適合

整　　備　　部 無し 2件

ロジスティック部 無し 3件

本社関係（３F事務所） 無し 2件

▽ 各部からの是正報告有り
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□環境活動等の紹介

▽ 団体献血実施（実施日：2020年8月6日）参加人数：28人

　▽ 事業場周辺道路の清掃（月２回）

現状の清掃活動

新たな清掃活動

＜清掃活動の拡大＞

2021年５月より下図赤線部分の

溝掃除も月2回実施へ（緑線部

分は、現状の清掃活動･月２回

清掃中）
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